
 

 

 

 

 

 

 

          行事から学べること 
                                  校長 渡邊 勝利 

 

今年の夏も、猛暑・酷暑の日々でしたが、少しずつ暑さも和らぎ、秋の訪れを感じるようになり

ました。月でも愛でながら、涼しげな虫の音に耳を傾けるのも一興です。 

秋といえば、食欲の秋、芸術の秋、読書の秋、スポーツの秋…など、何をやるのも気持ちの良

い時期です。秋の中でも特に象徴的なのが、紅葉ではないでしょうか。紅葉は、例年関東地方で

は、山間部は 10月下旬頃から、平野部でも１１月頃から見られます。紅葉は、気温が８℃を下回

る日が数日続くと、木々の色づくスイッチが入ると言われています。近年、温暖化の影響もあり

木々の色づきも年々遅くなっているようです。このままいくと 50 年後には、12 月のクリスマスの

頃に紅葉の見頃がくるのではないかというデータもあります。また、木々がダメージを受け、紅葉

の前に枯れてしまったり、色付きが悪くなったりするケースも増えています。日本には紅葉の名所

と呼ばれるところがたくさんありますが、美しい景色を想像するだけで心が洗われます。自然が私

たちに与えてくれたこの恩恵を、いつまでも大切にしたいものです。 

9月２０日（土）に、アルプス音楽団を招いて「さくら草特別支援学校 ふれあいコンサート」が

開催されました。アルプスに由来のある音楽を中心に、様々な楽器を使って演奏されました。元

気が出る曲、ユーモアたっぷりの曲、美しい街並みを想像させる曲、どこかで聞いたことがある懐

かしい曲など、誰もが楽しめる内容でした。また、アコーディオンやチューバ、トロンボーン、アルプ

ホルン、クーグロッケンなどを間近で見ることができ、会場と一体となっての演奏は大変迫力があ

りました。生の音楽に触れ、音楽の素晴らしさや楽しさを全身で感じることができるよい機会とな

りました。 

10 月は中学部 3 年生の修学旅行、中学部 2 年生と小学部 5 年生の宿泊学習、中学部 1

年生と小学部 3 年生・1 年生の校外学習など、多くの行事が予定されています。これらの行事

を行うことは、子どもたちの成長には欠かせないことだと考えています。その理由として１つには、

「社会性の育成」があります。教室や学校、家庭といった限られた空間を離れ、地域社会で多く

の人と触れ合うことができる貴重な機会となります。その中で、社会のルールやマナーを学び、生

きるために必要なスキルを実践的に学ぶことができます。また、交流を通して、コミュニケーション

能力や協調性を育むこともできます。「興味・関心の広がり」も期待できます。これまで全く知ら

ないことを経験したり体験したりすることができます。五感をフル活用した学びは、知的好奇心を

刺激し、理解を深め、自発的に行動するといった子ども自身の能力の成長に繋がります。そして、

これらの活動を通して、「自己肯定感の向上」が見られます。できることを見付けて成功体験を

積み重ねたり、苦手なことに挑戦して克服したりします。自分だけの力で、あるいは周囲の大人や

友だちの力を借りながら、多くの壁を乗り越える経験が自信となり、自己肯定感が高まります。 

２学期の始業式でも話しましたが、今学期の目標は「チャレンジ」です。今年度も、はや半年が

過ぎました。多くのことに挑戦し、吸収し、さらに大きく成長できるこの機会を大切にしたいと考え

ています。 
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〇小学部訪問担当の教諭が体調不良のため,お休みを頂いており

ましたが、１０月１日（水）より復帰いたします。ご心配を

お掛けいたしました。

〇１０月２７日（月）より赤い羽根募金運動を実施いたします。

文化祭において、募金箱を設置しますので、ご協力の程、お願

いいたします。


